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カ シ ト ガ リキ ジ ラ ミ の 生 活 史及 び 幼虫に つ い て
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On　the　life　history　and 　immature　stages 　of 　Trioxa　remota

　　　　　　　 F6rster （Psyllidae，
　 Homoptera）

　　　　　　　　　　　 By 　Masate 　Sorin

　カ シ トガ 1丿キ ジ ラ ミ Trioza　remata 　FOrster　lまア ラ カ シ 9uereu．g　glauca に 寄生 し，火
阪附近 に普通 の 種類で ，しば しば 大繁殖 を す る．そ の 排 泄 物に よ つ て 葉に 煤病 を生 じ， 多数

寄生 す る と きは 葉は 裏面 を 内 側 に して 少 し く巻 い て い る．

　日庫産 キ ジ ラ ミ科の 昆虫の 生活史及 び 幼虫の 研究は 尚甚 だ不完全 で あ る．私は本種 の 生態

を 野外に て擾察 し，生活史並 び に 幼期の 形態を 明 か に した．こ こ に そ の 結果を 記 述 したい と

思 う．

　木文 に 入 る に 先 だ ち 常 々 懇切な る御指導を賜 りま した 高橋良一
博士，また 種名を御同定下

さい ました桑山覚博上， 並びに 御助言を い た だ き，また 貴重 な文 献 を見 せ て 下 さつ た竹内吉

蔵博±
’
に 対 し深甚 の 謝 意 を表 します．

　　　　　　　　　　　　　　　　 生 　　 活　　 史

　本種は 大阪府 下 で は 年 1 回 の 発生 で，成虫は 2 月中句か ら現 わ れ る と こ ろもある が，普通

は 3 月中旬 に現われるもの で ある．山間部の 日陰地 で は 3 月下旬 か ら 4月初め に 羽化する も
の もみ られ た．ア ラ カ シ の 未展 開 萩葉 の 裏面の 毛の 間か ら葉面 に産卵す る． 1匹の 雌虫の 産

す る卵 は 約 15 個で ある．卵 は 4 月中下旬 に孵化 し，第 1 令幼虫 は 活澱 に 歩行 し，新葉 の 裏

面 に 固着 しは じめる．第 1 回脱皮は 4 月 下 旬 よ り 5 月 5 日 頃 まで に 行 わ れ る，第 1
， 第 2

令幼虫で は，葉 の 幼 虫 寄着部分 は 凹 み ， 虫体はそ の 中に入 つ て い る．第 2 令幼虫は こ の ま ま

静止を つ づ けて 越夏 し，約 7 ケ月間を経て ，12月上 旬 に 第 3令幼 虫とな り，12月10日頃 よ り

第 4令幼虫 とな り・更 に ユ2月末まで に は 全部第 5 令幼虫 とな る．第 3 令以後 の 幼虫は葉 の 凹

み の 中に 入 る こ とな く， 葉面 に 接着 して い る．成虫は羽化 した直後の もの は黄緑 色 を 呈 す る

が ， 約 1週間後 には暗褐色乃至黒褐 色 を呈 す る に 至 る，ま た幼 虫は腹面の 排泄孔 の 周囲に あ

る wax −pore か ら蝋質 物を 筒状に 出 し，そ の 中を通 して 排泄物を 出すため， 排潰物は 薄い

蝋質物 で 包 ま れた 水滴状とな り， 虫体 に 附着す る こ とはな い ．

　本種 の 第 2令幼虫の 期間が 甚だ長 く，そ の 期間で 夏を越す こ とは興 味深 い こ とと思う．

幼 　 期　 の 　 形 　 態

A．卵 （第 王図）卵円形 で 産 下されたときは乳 白色で あるが，孵化する 前 に は 黄色 に 変化す
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　　　　　　　　　　　　る．一
端は葉面 に 接着 し他端 の 極 め て 短い 柄 に よ つ て ア ラ カ シ

　　 　　　　葉 裏 の 毛 に 附 着 して い る．長 さ O．348mm ，巾 0・153　mm ・

　　 　　　　B ．幼 虫 　幼虫 に は 5 令があり，各令は 次 の 如 く区別 す る こ と

　　 　　　　 が で きる．

　　 　　　　（1）体周及び 背面 に蝋質物 を
・
出す毛 を有す る

一一…………（2）

　　 　　　　一　体周 に 蝋質物 を 出す毛 を有す るが，背面 に は全 くな い （3＞

　　 　　　　（2）体周 の 蝋質物を出す毛は約 50個 ，背面の 蝋質物を出す毛 は

　　 　　　　　　約 20 個，触角 は 3 節 か らな り，第 2 節 に 感覚器 1個を 有 し

　　 　　　　　　第 3節 は第 2 節よ りも長 い 、爪 は極め て 小．中後胸背面及

　　 　　　　　　び 第 ユ〜第 6腹節背面 は 合着 しな い ．…………第 1令幼虫

　　 　　　　一　体周 の 蝋質物を出す毛 は 約 133 個，背面の 蝋質物を 出す毛

　　　　　　　　　　　　　　は 約 47 個，触角は 4 節 か らな り第 3 節 に 感覚器 1 個 を有

　第 1 図．カ シ トガ リキ　　　し，第 4節 は 第 2 ，第 3節 の 和 よ りも短 い・中後胸背面及

　　　　　ジ ラ ミの 卵．　　　 び腹節 の 背面 は 全 く合着す る．・・…・……………第 2 令幼虫

（3）複 眼 は 3〜4 個 の 小 眼 群 か らな る の み で 輪廓不明・腹面 の 毛 は 少い ．体周の 蝋質物 を 出

　　す毛は約 231個 ．触角は 5節 よ りな り，第3，第 4 節 に 感覚器各 1 個を有す る，翹部がや

　　や 判別 で き る．腹部気門は 4 対．”一’’’’”一一C’…’e……・…’…一・’。…’tr…”・……第 3 令幼虫

一 複眼 は 3〜4 個 の 小眼 群 と，若干の 輪廓不明瞭な 小眼群又 は 多数 の 小眼群か らな り，何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 れ も頭部 と明瞭に 区別 され る．触角

　 　　　　 は 7 節以上 よ りな る．翅 部は 明瞭

第 2 図．カ シ トガ リキ ジ ラ ミの 第 1 令幼虫．

　　月夏部気Pti　llま7 対　
・−e−一・▼・一・・一…

　
…・・嚇（4＞

（4）体魁の 蝋質物を出す毛 は 約 300個 で

　　触角は 7節 か らな り，第 3 ，第 5 ，

　　第 6 節 に感覚器各 1 個を 有す る．腱

　　節 と雖 節 は 合着 し境不明・・……・…・

　　＿…一…・・…b・・一…・…・第 4 令幼虫

一　体周 の 蝋質物を出す毛 は 約 363個で ，

　　触角 は 著 しく発達 し，10節 か らな り

　　第 4
， 　第 6 ，　第 8 ，　第 9 節 1・こ感覚器

　　各 1個を有す る．脛節と鮒節との 境

　　｝ま明暸・・…　。・・。冊・・閃・・・・・…　。第 5令幼虫

1 ．第 i 令幼 虫 （第 2 図）

　体は 長楕円形 ， 黄白色で 背面 に 淡黄色

の 斑紋を有する．腹面は金面 に 微小顆粒

を密 に 分布す る・体周並 びに 背面の 毛 の

先より白色棒状の 蝋質物を分泌す る．頭

と前胸とは全 く合着して い る．蝋質物を

出す毛 は 頭及び前胸 に は体周 に 合計 22
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個，背面 に 4 対，中後胸に は各々 側縁 に 1個，背面 に 2 対，腹部 に は体周に 24個，背面 に 2

対．複眼 は赤色で 3〜4 個 の 小眼群からな る．触角は 3節か らな り， 第 2 節先端に は 感覚器

1個を有し，第 3 節は 最長 で 2 本 の 剛毛を生 じ，圜毛 の 基部に は 小形 の 感覚器 と思 われ る も

の 1個を有す．太い 剛毛は触角第 3節 と等長，細い 剛 毛 は第 1 節の rliと等 長 ・ロ 吻 は 中肢基

部に達 し ， 第 3飾は触角第 2 節と等長 で 1 刻の 短毛を生ず る．中後胸は合着 しな い ．胸部気

門は 2 対・転節 と腿節 との 境及び 脛 節 と鮒節 との 境は 共 に 不明，肢の 先端 に 褥盤を有 し，爪

は ユ本で 極 め て 小形 ．腹 部 は基 部 の 6節 は 合着 しな い が ，第 7，第 8腹節は 合着 して い る．蜷

質物を出す毛 は第 2，第 3 腹節 に は 体側に 各 1個，第 4腹節 に は各側 2個，背颪中央部 に 1 対，

第 5，第 6節 に は各側 2 個，第 7 ，第 8 節は 周縁 に 合計 8 個，背面中央部 に 1 対 あ る．ま た

第 5 ，第 6腹 節 に は背面 中央 部 に 各 1 対 の 短 毛 を生ず る ．腹部気門 は 4 対 で 小 さ い ．排泄 孔

（横巾 0．061mm ）は横 に 長 く， そ の 周縁に 54個 の wax −pere がある、排泄孔 に近 く4対 の

毛 を生ず るが そ の うち 2 対は長い ．測定値 （単位 mm ）：体長
一

〇．445，体巾
一

　O．209，触角

長一〇．e91，転腿 節長
一

前
一〇．05t，中

一〇．058 ，後
一〇．058 ，脛 附 節長

一前一〇．085
， 中

一〇．G85，

後
一〇．088．

2 ・第 2令幼 虫 （第 3i瑙）

　第 1令幼虫 と次 の 点 で 異 つ て い る．初 期は 黄魚を 呈 す る が ，約 3 週間を経過 す れ ば 背面 に

淡橙色 の 斑 紋 が胸部に 3対，腹部 に 1 個現れ る．休 の 背面 に は 不規則な 微小 円 形の 凹 ん だ点

刻が 全 面 に散在 し，中後胸及び腹部背面 ｝ま全 く合着す る・蝋質物を 分泌す る 毛 は，頭 及 び 前

胸 で は体 周 に 28個，背面 に 7 対，中後胸で は各側縁に 25 催 ， 背面 に 9 対，腹部 で は休周 に 47

個 ， 背面 に 15個．背面 の 蝋質物 を 出す毛 は，体

蕪灘 灘灘 1
らな り， 基部 の 巾は長さの 約半分，第 3節 に 感

覚器 1個 を 有 し，先端 の 太 い 剛毛 は触 角基 部 の

巾よ りも短 く，第 4 節 と等長で あり，先端の 細

い 剛毛はそ れ よ り僅かに 短い ．口吻 は 短 く中肢

基部 に達 しな い．肢 の 末端 近 くに 小 円形 感覚 器

と思われ る もの 1 個を有 し，爪は 1 本，半円形

に 灣蚰する．腹部 の 腹面に は中央部 に 5 対の短

毛 を生 ず る．排 泄 孔 （横 「
．
iJ　 O．087mm ） の 周縁

爨 欝灘鞍
　測定値 （単位 mm ）；体長一〇．69

， 体巾一〇・417
，

触角長
一〇．051， 転腿節長

一
前
一 〇．056，　中

一
　 第 3図．カ シ トガ リキ ジ ラ ミの 第 2 令幼虫．
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第 4 図．カ シ トガ リキ ジ ラ ミ の 第 3 令 幼虫．

第 5 図．カ シ トガ リキ ジ ラ ミの 第 4 令幼虫，

VDI．27

0．059，後
一〇．067，脛 鮒 節長

一前一〇・078，

中
一〇．078，後

一〇・085・

3 ．第 3 令 幼 虫 （第 4 図）

　第 2 令幼虫 と の 差異 の 主 な る点 は 次の

如 くで あ る．

　腹部背面 の 福色 乃 至暗褐色の 斑 紋は 4

対あ る もの，又は殆 ん ど斑紋を 有 しな い

もの も あ り
一

定 しな い ．体周の 蝋質物 を

出す毛 の 数 は 増加 し，頭 及び 前胸 に 合計

58個 ， 中後胸 に各側 43〜45個 （うち前翹

部 31〜34個 ，　後翹部 11〜12ず固），腹部 1こ

合計 84個を有 し，背面 に は こ の 毛 を有 し

ない ．触角は 5 節か らなり，第 3
， 第 4

節 に感覚器各 1 個 を有し，先端の 剛毛は

比較的 短 くなり，特 に 太 い 剛毛は 細い 剛

毛 よ り も短 くなる．細 い 剛毛 は 第 5節と

等長．ま た触角の 先端 は 第 2令幼虫と比

べ て ， 僅 に 捻 転 して剛毛 の 生ず る位置が

異 る。翅部が や や 明らかとな り， 前後翅

部 の 判別 が で き る．排泄孔の 中央部前方

に短毛を欠 き ， 周縁部 には 6対 の 毛 を 生

ず る，排 泄 孔 （横巾 0．150mm ）は周 縁

に 約140 個 の wax −pore を 有す る．

　 測定値 （単位 mm ）： 体長
一〇．966，体

巾
一〇．638，触 角長

一〇．068
，　転腿節長

一

前
一〇．082，中一〇．085，後

一D・102，脛 路

節長
一

前
一〇．102，中

一〇．102， 後
一〇．119．

4 ．第 4 令 幼 虫 （第 5 図）

　 体形は第 3令幼虫 と殆 ん ど変りな い が，

胸部 は よ く発達 して 前後翅部が一
層明瞭

に な る．背面 の 暗褐 色 の 斑紋 は多 い もの

で は 頭及び前駒に 1 対，中後胸 に 5対，

腹部に 5 対を有する もの もあ るが ， 中に

は全 くこ れを欠 くもの もみ られ一定 しな

い ．体周 の 蝋質物を出す毛は頭及び前胸

に 合計 58 個，中後胸 に 各側 61〜65 個

　（前翅部 5G〜52個 ， 後翅部 11− 13個），
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　腹部 に 合計 109個，すな わち頭部 に て は第 3令幼虫 と差異 が な い が ， 胸腹部で は著 しく増加

　して い る．複眼は 4 個の 小眼群 と輪廓不明瞭な 若干 の 小形小眼 群を 伴 い，輪廓 は 明 瞭 で あ

　る．触角 は 7 節か らなり，そ の 長 さは 基部 の 巾の 約 1．8倍あり，第 3，第 5，第 6節 に 感覚器

　を 各 々 1 個有する．太 い 剛毛 は 第 7 節の 長さの 施 で ， 細 い 剛毛よりも僅 に短 い．腹部気門

　は 7対，前方 の 3対は接近 して 小形で ，や や 輪廓不朔瞭，後方の 4 対 は 明 瞭．腹面 の 毛 は 第

　 3令幼虫 よ り も多 くな り各腹節 に 1列す る．排泄孔 （横巾 O．229 　mm ）の 周縁 に は約 200 個

　 の wax −pore を 有す る．

　　測定値 （単位 mnl ）： 体長
一1．518，体巾一1．035

， 触角長
一〇．122，転腿節長

一前一〇．125
，

　中一〇・132，後
一〇，159，脛附節長

一
前一〇．167

， 申一〇．181
， 後

一〇．236．

5 ・第 5令幼虫 （第 6図）

　　体形は 第 4 令 幼 虫 と殆 ん ど変 りな い が ， 中後胸，殊 に 翅部の 発 達は 著 しい ．背面 の 斑紋も

　第 4 令幼虫 と大差 な い が，個体に よつ て 変化あり
一

定 しない ．体周 の孅質物を出す毛は 頭及

　び前胸 に合計 64個，申後胸 に 各側 83〜84個 （前翅部 71〜72個 ，後翅部 12個），腹部 に合計

　130 個．複眼は赤色明瞭で 約 3e個 の 小 眼群か らな る。触角は 10節からなり，第 1，第2 節 は著

　し く巾広 く，第 4，第 6
， 第 8，第 9節に感

　覚器各 1個を有し，第 8節 か ら先端は 黒羯

　色 を 呈 する．先端の 太 い 剛毛 は 短 く，細 い

　剛毛 の ％ で ある．翅部 は 黄白色・脛節 と附

　節 は 明 らか に 境 さ れ，そ の 各 々 に 小 円形 感

　覚器 と思 われ る もの を有する．踏節 に は 1

　本 の 長 毛， 2〜3 本 の 短 毛及び先端 に 1 個

　の 灣曲 した 爪 と小 さい 爪 1個 を 有す る．腹

部気門は 7 対で 明瞭，前方の 3 対は 後肢基

部 に接近 して 後方 の 4 対 よ りも小形．腹面

　に は 第 4令幼虫 よ りも著 し く多 くの 短毛を

生ず る．排泄孔 （横巾 0．320mm ） の 周縁

　に は約 300 個 の wax −pore を有す る．

　 測定値 （単位 mm ） ： 体長一2．174，体 巾

一1．518，触角長
一〇、306，転腿節長一前一

〇．222，中
一〇．222，後一〇．278，脛節長一前

一〇．222，中一〇．236，後一〇，320，鮒 節長一

　〇．097．

　 第 5 令幼虫は，成虫とは次の 如き外部形態　　第 6 図．カ シ トガ リキ ジ ラ ミの 第 5令幼虫，

上 の 差異を示 して い る．

　 体は 扁平で 体周 に は蝋質物を 出す毛を 有す る．触角は ユ0 節で 先端 に 剛毛を 2本 と短毛 1

本を生ず る の み で あり， 第 3 節以後が著 しく細まらず，また 覆瓦状を呈 しない ，単眼を 有 し

な い ．複眼 は 突出 しな い ．頭は 前胸と合着 し，額錐を有 しない ．転節は不明，鮒節は 工節，

末端 に 著 しい 溽盤を有す る．排泄 孔は 横 に細長 く開口 し明瞭で あ るが，雌成虫 で は腹部背面
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に 縦 に 細長 く開ロ す る．外部生殖器は 現 われな い ．

桑山 （1930）・
は第 玲 〜第5 令幼虫の 触角節魏 ま Pau ・・ ceph ・la　P ・yll・ptera　C ・awf ・「d

で は，そ れ ぞ れ 3，3，4，8，10 で あり，Psylla　pyrisuga　F6rster で は 3，3，3，5，7
，

Trioza　nigra 　Kuwayama で は 2，2，3，3，5 で あ る と され て い る・

　本種 の触角に つ い て 各令幼虫を比較すると第 1 表及 び第 1図の 通 りで あ る・

　　　　　　　　　 第 1表、幼 虫 の 成 長 に 伴 う触 角 の 変 化．

令

第

第

第

第

第

1234rD

節 数

n
δ

4FD70

　

　

　

　

1

需 ）i驪
O．0910

，0510

．0680

．1220

．306

112004

末鰤 の 長さ i細い 睚 の 長 さ

e．041mm

O．022

 ．0200

．0270

．051

0．024mm

O．0170

，  200

． 200
．024

太 い 剛 毛 の 長 さ

0。04王mm

O．0240

．0220

．0ユ40
．012

　す な わ ち 生長 に伴つ て節数，感覚羅 の 数を 増加す るが，先端 の 太 い 剛毛 は 短 くな る．また

触角の 長 さは ， 第 1回 の 脱皮と共に 減少す るが，そ の 後 の 脱皮 と共 に 増加 し， 先端の 細 い 剛

毛 も第 2 令で 短 くな り， 末端節 の 長 さ は第 2〜3 令 icて 減少し，第 4 令 よ り増 加 す る，すな

わ ち触角，そ の 末端節 ， 末端の 毛は 第 2 令で 短 くな る．こ の事実は，こ の 令 が葺だ 長 く，静

1

3

5

4

2
い

1

一

〇．03tm

　
゜

　ミo

一
　 〇．os　an

、夢 麗 轟
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o．1 ■m

　　　　　　　第 7 図．　 カ シ b ガ リキ ジ ラ ミの 触角・

1，第 1 令幼虫，　 2，第 1 令 幼 虫，　 3．第 3 令幼虫，　 4．第 4 令幼虫，

5、第 5 令幼 虫 ，　 6，成虫 （雌）。

‡

桑江1　覚　（193G），　動雑 42，　p．　360，
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、

止越夏す る習性と 関速 して 起つ た こ とで は ある まい か．

　高 橋（1927）
9

　に ょ れ ば Mesohomotoma 　lineaticoilis　Enderleinの 幼虫の 各肢 の 附節 は

第 1〜第 3 令 に て は節を示す こ とな く，脛 節 と全 く合 して い るが ， 第 4〜第 5令 に て は全 く

脛 節 とはなれ，2 節よりなつ て い る．

　本種に 於て は第1 〜第4 令まで は附節は全 く脛節 と合 して い るが，第 5 令幼虫に な つ て 各

鮒節は脛節とはなれ，そ の 境が 明らかとなる が 1艶 よ りなつ て い る．

　本種 の 幼虫が成虫 と は異 つ て ，体は 扁平で ，体周 に 蝋質物 を 出 す 著 しい 毛 を 1列 す る こ と

及び肢に 発達 した 褥盤を有する こ とは，葉の 表面 に密着静．止する に 適応 した もの と思われ る，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R6sum6

　　7冗 0   广emOta 　F6rSter　iS　COmmOn 　On 　Guercu∫glauea　and 　haS　 a　generatiOn　a　year ，
the 　ad 磁 s　emerging 　in　February 　 and 　March 　 near 　Osaka ，　 One 　female　lays　 about

15eggs 　 on 　the　lower　surface 　 of 　 the ］eaf ，　 which 　 hatch　in　 April．　 The 　larvae　 are

sedentary 呈n 　habit 　and 　each 　larva　 of 　the 　 Ist　and 　2nd 　instars　is　in　 a　 pit　 on 　 the
leaf．　 There 　 are 　 five　instars　 and 　the　 2nd 　instar　 lasts　 about 　7　 months 　 from 　 Iate
April　 or 　the 　beginning 　 of 　May 　to　 ear ！y　 December ，

　　The 　antennae ，　the 　distal　antenna 工　segment 　and 　one 　of 　its　璽ong 　setae 　are

shortened 三n 　the 　2nd　 instar 重arva ，

＊
高橋良

一
（1927），昆虫 2（1），p．31〜34．

鰯

学 　界 　 ニ 　 ュ 　 ー　 ス．

ア メ リ カ 毘 虫 学 会 創 立 茴 年 記 念 祝 典

　 ア メ リカ 昆虫学会 American 　Entom 。工ogicalSociety 　lt　1859年 に創 立 され た が，本年 で

百年を迎 え る の で ，去 る 3 月 26 日，そ の 百年を祝う会合が Academy 　of 　Natural 　Sciences

of 　Philadelphia で 盛大 に行われ た．和 訳 すれ ば 同 じ名に な る Entomological 　Society　of

America ，ワ シ ン トン 昆 虫学 会，ニ ュージャ
ージー昆 虫 学 会等 か ら祝辞が 寄せ られ，標本

の 展覧，古文献の 展示，そ の 他種 々 の 珍 ら しい もの が公開 された が，そ の 会報を最初に 印刷

した 手押 しの 印刷 機 まで 出 品 さ れ た と い う．会す る もの 71名．特に 興味深 い の は
“The

role 　 of 　 smaller 　ent 。 mological 　 societies
”

と い う標題 の もとに シ ン ポ ジ ウ ム が も た れ ，

C ．P ．　Alexander
，
　J．　 B．　 Scbmitt ，

　R ．　H ．　Arnett 及び C．　W ．　Sabr。 sky が そ れ ぞ れ 意 見

を開隙 した こ とで ある．そ れ らの
一

致 した見解 は，小昆虫学会は大昆虫学会よ りも確 か に 多

くの 利 益 を 提供す るが ， 若 い 層 の 者を 永 くそ の 小学 会 に 惹 きつ けて おく魅力乃至機能に 欠

け る と こ ろ が あ る，然 し 小昆 虫学会の幹部連 が そ の 研究精力の
一・一

部 を ， 今後に そ の成果 を

期待 で き る中 ・高等学校の 生徒な どの 若い 層の 指導に 向けて くれ る な らば ， 小昆虫学会の

機能を大い に発揮で き よ うとの こ とで あ る．すなわち， 未来の 昆虫学者の 育成 に 大 き な役

割 を 果 して い るわけで あろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （安松京三 ）
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